



















































2019 年 2 月 16 日掲載承認
トン族歌謡の漢字表記とその方法
―〈歌〉を文字に書くことについて―
Kanji Notation of songs of the Dong People and its Methodology: About Writing 
“Songs” in Chinese Characters











































































































































































































































































































































































① 会 介 多 歌
✓
正 校 仁 補 富
hoik eis dos al jouc souc lenc buh hut
もし ない 歌う 歌 心配 心配 以後 も 困窮
短 吐 秀 歌 類 条 帥 也 頼
wanh touk soh al leis dus sais yav lail




























































② 岑 邦 岑 矮
✓
本 血
jenc pangp jenc taemk bens xedt










































③ 差 悪 長 月 二
qadt laus ah nyanl nyih







④ 悶 闘 × 主相 講 到
menh touk nyac juh xangp angs touk











































⑤ 短 吐 秀 歌
✓
各 長 也 頼 帥
wanl touk soh al ags ah yaoc lail sais


















⑥ 敗 卡 閻王 玉帝 務 門
bail ah yeens wangc yuis dis wul menl
























































































































































































































32 巻第 6期，2014 年 11 月。
19）欧俊嬌「『漢字記侗音』文献的歴史文化価値」『貴州民
族学院学報（哲学社会科学版）』総第 126 期，2011 年第
2期。
20） 向零「一本珍貴的侗族古籍――『東書少鬼』」『貴州民
族研究』（季刊）第 2期，1990 年 4 月。
21）注 20。
22） 向零「侗族古籍『陰師言語』的発見及其主要内容」『貴































総第 133 期，2012 年第 3 期）のみである。呉永誼氏は
早期の漢語借詞をトン語で読むべきとして，漢字の義を
借りて読む訓読みに分類する。また立石謙次氏の白文の
分類から示唆を得た。立石氏は白文を音読，訓読，造字，
借詞に分類し，訓読には白語由来と考えられるもの〔訓
読み〕と漢語由来と考えられるもの〔音読み〕があると
いう（「雲南省大理白族（ぺー族）の白文（ぺー文）に
おける表記規範の一考察――特に「訓仮名」と「造字」
とを中心に――」『東海大学紀要文学部』第 97 輯，2012
年 9 月）。
37）呉永誼「漢字記録侗語初探――以三宝侗寨民間歌本為
例」注 36。
38） 呉永誼「漢字記録侗語初探――以三宝侗寨民間歌本為
例」注 36。
39） 龍耀宏『侗語研究』注 12。
40）『侗族款詞』注 24。
